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●長い間、ごみにしなくてすむ
ように

ごみになりにくい製品づくり
を心掛けます。
また、丈夫な製品や修理が容
易な製品を開発するよう努めま
す。

●環境に配慮した原材料で

生産に使う部品や資材は、環
境に配慮したものを優先的に選
びます。
�材料や部品の減量化
�部品の再使用
�再生資材の利用

事業者の取り組み
メニュー

生産するときには？

●廃棄製品からリユース

廃棄製品を自主回収しやすい
体制づくり、部品の再使用や再
資源化を行います。

●容器の減量、再使用化を

梱包材や容器を削減、小型化、
減量化するほか、リターナブル
容器や詰め替えの製品の開発や
デポジット制度（※）の導入を
検討します。

※デポジット制度…缶飲料やペ
ットボトル飲料などの価格に
預かり金を上乗せして販売し、
消費者が所定の場所にあき容
器を返却すると上乗せした預
かり金が戻ってくる制度｡ 

●輸送するときの環境への負荷
を減らそう

製品を輸送するときに使う梱
包材に、再使用できる通い箱な
どを利用します。また、環境へ
の負荷が小さくなるよう、輸送
効率の向上を目指します。

●リサイクルしやすい製品を

次のような製品を開発するよ
う努めます。
�材料名を明示したもの
�分離分別が簡単なもの
�部品が標準化されたもの

ご活用ください

町内会や子ども会、ＰＴＡなどの地域の
みなさんで協力して、資源回収を行い、資
源回収業者に引き渡し、引き渡した資源の
重量（びんは１本あたりの換算率を使用）
に応じて、１㌔㌘当たり３円を回収団体
（町内会等）に支給する制度です。
まだ登録されていない町内会などは、こ
の制度の趣旨をご理解いただき、資源回収
団体の登録をお願いします。
〈資源回収物〉
新聞・雑誌・ダンボール類・びん類（一升
びん、ビールびんなど）、布類・金属類

▼申し込み・問い合わせ　環境資源課

家庭から出る生ごみの自家処理を促進し
て、ごみの減量化と生ごみの有効利用を図
るため、生ごみ堆肥化容器の購入者に対し、
購入費の一部を補助しています。
※１個あたり２，０００円の補助で、１世帯２
個まで（容器は１００㍑以上）。

▼申し込み・問い合わせ　環境資源課

登別消費者協会が実施している事業で、
家庭などで不用となったものや譲り受けた
いものを電話で登録しておくことにより、
当事者同士による不用品の受け渡しができ
る制度です。ぜひ、ご利用ください。
※毎月の市広報に掲載されています（５月
号では、31㌻に掲載）。

▼申し込み・問い合わせ　登別消費者協会
（�◯８５ ８３０７）

資源回収団体奨励金
支給制度

生ごみ 堆  肥 化容器
たい ひ

購入費補助制度

不用品ダイヤル市

ごみの分別やリサイクルに
ついてのお問い合わせは、

クリンクルセンター
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Ｅメール
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（環境資源課）

●事務活動を見直そう

個人ごとのごみ箱を撤去し、
ごみを出さない意識を定着さ
せるとともに、分別ボックス
を目立つところに設置し、だ
れでも分かるリサイクルの見
本を掲示します。

職場では何が
できるかな？
オフィスでは？

●グリーン購入に努めよう

環境マークなどを参考に、環
境に与える負荷ができるだけ小
さい製品を選びます。
たとえば…
�紙などの事務
用品における
再生製品の購
入
�リサイクルし
やすい製品の
購入

●共用したり、リユースしよう

不用品をオフィス内で交換し
たり、自動車や自転車などを共
用してみましょう。
また、最新機器を買い換えた
とき、まだ使えるものを捨てて
いませんか？市民団体への譲渡
なども検討してみましょう。

●紙ごみの発生を減らそう

不用紙の再利用や両面コピ
ーなどで、紙ごみの削減を目
指します。また、電子メール
やＬＡＮの活用によるペーパ
ーレス化を推進しましょう。

特集：登別市ごみ減量化行動指針

『使い捨て社会』から『循環型社会』へ


